
問

昨
年
報
告
さ
れ
た
介

護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
を
見
る
と
、

高
齢
者
１
人
暮
ら
し
の
人

ほ
ど
「
孤
立
」
し
た
状
況

が
増
え
て
い
る
。

年
金
な
ど
の
収
入
が
少

な
く
、
金
銭
的
な
心
配
を

抱
え
て
い
る
。

生
活
支
援
や
、
生
活
保

護
申
請
、
財
産
や
金
銭
管

理
の
制
度
活
用
、
生
活
状

況
に
合
わ
せ
た
住
ま
い
探

し
な
ど
に
課
題
が
あ
る
。

病
気
で
入
院
の
場
合

や
、
身
近
な
親
族
の
支
援

な
ど
「
つ
な
が
り
」
が
な

い
場
合
、
成
年
後
見
制
度

と
、
退
院
後
の
住
ま
い
の

対
応
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
見
守

り
で
は
、
気
に
な
る
高
齢

者
の
自
宅
訪
問
を
行
い
、

民
生
児
童
委
員
に
よ
る
見

守
り
で
は
、
担
当
地
域
に

週
１
回
の
安
否
確
認
を
し

て
い
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
い
る
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
、
地
区

担
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
中

心
に
、
在
宅
生
活
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

入
院
を
契
機
に
認
知
機

能
の
低
下
が
確
認
さ
れ
、

退
院
後
の
金
銭
管
理
や
サ

ー
ビ
ス
利
用
手
続
が
難
し

い
場
合
に
は
、
医
療
機
関

か
ら
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
市
が
相
談
を
受
け
、
成

年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ

な
げ
る
対
応
を
し
て
い

る
。利

用
手
続
を
行
う
親
族

が
い
な
い
場
合
な
ど
は
、

鶴
岡
市
長
が
申
立
人
に
な

り
、
制
度
利
用
に
つ
な
げ

て
お
り
、
昨
年
度
は

件
12

対
応
し
て
い
る

問

経
済
的
理
由
を
抱
え

る
人
が
増
え
て
お
り
、
措

置
制
度
の
下
で
入
所
で
き

る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増

設
が
必
要
だ
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

居
待
ち
の
状
況
は
ど
う

か
。

健
康
福
祉
部
長

養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
、

歳
以
上

65

で
身
体
状
況
が
お
お
む
ね

自
立
を
し
て
い
る
人
で
、

環
境
や
経
済
の
理
由
で
自

宅
生
活
の
難
し
い
人
の
住

ま
い
を
確
保
す
る
た
め
、

市
の
措
置
で
入
所
す
る
施

設
で
あ
る
。

市
に
は
、
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
と
も
え
」
と
、「
思

恩
園
」の
２
施
設
が
あ
り
、

入
所
定
員
は
令
和
４
年
度

に
１
２
０
人
か
ら
１
０
０

人
に
し
た
経
過
が
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
長

期
入
所
で
要
介
護
度
が
高

く
な
っ
た
人
に
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用

(

変
更)

が
必
要
と
な
り
、

移
行
に
む
け
て
定
数
を
減

ら
し
て
き
た
。

入
所
待
機
者
が
現
在
34

人
お
り
、
待
機
期
間
の
長

期
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。施

設
と
連
携
を
図
り
、

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

本
人
に
適
し
た
ケ
ア
や
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

移
行
を
進
め
、
入
所
希
望

者
の
待
機
期
間
の
短
縮
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
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▽
１
月

日
26

夜
、
山
形
市

内
で
お
こ
な

わ
れ
た
「
県

知
事
選
挙
開

票
を
見
守
る

会
」に
出
席
。

選
挙
結
果
は

明
白
で
し
た

が
、
挨
拶
で

声
を
詰
ま
ら

せ
る
知
事
の
姿
に
、
首
長
の
責
務
の
重

さ
を
垣
間
見
た
思
い
が
し
ま
し
た
。
会

自
体
は

分
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
鶴

30

岡
帰
着
は

時
に
な
り
ま
し
た
。

23

▽
首
を
傾
げ
た
の
は
翌
日
の
一
部
マ
ス

コ
ミ
報
道
で
す
。
「
相
乗
り
」
や
「
政

党
が
候
補
者
擁
立
の
役
割
を
果
た
さ
な

か
っ
た
」
と
、
す
べ
て
の
政
党
を
批
判

す
る
主
張
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

今
回
問
わ
れ
る
べ
き
は
、

年
間
知

16

事
に
政
府
へ
の
追
随
を
迫
り
、
前
回
選

挙
で
は
知
事
に
あ
り
っ
た
け
の
非
難
を

浴
び
せ
て
お
き
な
が
ら
、
今
回
は
知
事

の
「
支
援
」
に
転
換
し
た
自
民
党
で
す
。

し
か
も
そ
の
理
由
は
、
「
候
補
者
が

い
な
か
っ
た
」
、
「
（
今
年
の
参
院
選
な

ど
）
選
挙
が
あ
る
」
と
い
う
あ
か
ら
さ

ま
な
党
利
党
略
で
す
。

共
産
党
県
議
団
は
、
吉
村
県
政

年
16

間
の
成
果
と
課
題
を
改
め
て
検
討
し
、

知
事
に
、
県
民
の
暮
ら
し
最
優
先
の
立

場
に
変
わ
り
が
無
い
こ
と
、
自
民
党
に

推
薦
依
頼
を
出
さ
な
い
事
な
ど
を
確
認

し
て
支
援
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
、
党
が
対
立
候
補
を
擁
立
す

る
理
由
は
な
く
、
「
相
乗
り
」
な
ど
で

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
党
県
議
団
は
、
吉
村
県
政
に
是
々
非

々
の
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
「
選

挙
で
支
援
し
た
」
と
知
事
に
妥
協
・
変

質
を
迫
る
自
民
党
と
た
た
か
い
、
暮
ら

し
守
る
施
策
の
発
展
に
努
力
し
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
６
日
の
一
般
質
問
で
、
日

12

本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
、
①
高
齢
者
の
暮
ら
し
の

現
状
と
支
援
、
②
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

高
齢
者
１
人
暮
ら
し
の
支
援
は

問

党
市
議
団
で

月
、

11

長
野
県
須
坂
市
を
視
察

し
、
保
健
補
導
員
制
度
に

つ
い
て
聞
い
た
。

年
間
に
わ
た
っ
て
、

66
地
域
、
集
落
で
の
保
健
活

動
や
健
康
づ
く
り
活
動

が
、
自
主
的
、
主
体
的
に

行
わ
れ
て
き
た
。

健
康
づ
く
り
が
介
護
予

防
に
つ
な
が
り
、
地
域
で

の
「
つ
な
が
る
」
関
係
性

や
、
近
所
同
士
の
信
頼
関

係
も
大
幅
に
上
昇
し
て
い

る
。 保

健
衛
生
推
進
員
の
活
動
実
態
は

鶴
岡
市
の
保
健
衛
生
推

進
員
の
活
動
も
、
つ
な
が

り
作
り
に
大
変
重
要
な
取

組
に
な
る
。

保
健
衛
生
推
進
員
会
の

組
織
体
制
や
、
活
動
を
支

え
る
市
の
体
制
と
保
健
師

数
、
各
町
内
会
等
で
の
保

健
衛
生
推
進
員
の
活
動
実

態
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

保
健
衛

生
推
進
員
は
、
町
内
会
や

自
治
会
の
推
薦
で
、
現
在

８
９
７
人
が
活
動
し
て
い

る
。
（
２
面
に
つ
づ
く
）



第
三
学
区
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
及
び
周
辺
環
境
整

備
事
業
に
つ
い
て

日
、

20

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
こ
・
ふ
る
で
住
民
説
明

会
が
行
わ
れ
、
坂
本
昌
栄

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
三
学
区
学
童
保
育
の

会
で
は
、
３
つ
の
施
設
で

４
支
援
（
登
録
児
童
２
０

６
人
）
を
運
営
し
て
い
ま

す
。施

設
の
老
朽
化
と
狭
隘

化
、
未
耐
震
で
あ
る
こ
と

等
を
理
由
に
、
鶴
岡
市
は

新
た
な
施
設
整
備
を
進

め
、
移
転
す
る
こ
と
を
表

明
し
て
い
ま
し
た
。

市
は
、
第
三
小
学
校
の

近
隣
の
若
葉
町
地
内
（
松

本
十
郎
生
家
跡
地
）
に
、

第
三
学
区
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
（
受
け
入
れ
２
０
０

人
程
度
）
の
専
有
施
設
を

整
備
す
る
と
し
て
い
ま

す
。併

せ
て
、
こ
ど
も
の
広

場
の
提
供
や
、
市
指
定
文

化
財
（
史
跡
）
安
倍
家
住

宅
整
備
、
安
倍
家
見
学
者

向
け
駐
車
場
を
含
む
駐
車

場
整
備
や
、
市
道
の
歩
道

整
備
等
に
つ
い
て
、
子
育

て
推
進
課
・
建
築
課
・
社

会
教
育
課
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
屋
根

か
ら
の
雪
や
水
の
流
れ
が

心
配
で
あ
る
た
め
、
側
溝

整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
」、

「
工
事
期
間
中
及
び
整
備

後
の
周
辺
の
安
全
確
保
は

万
全
に
し
て
ほ
し
い
」
、

「
児
童
ク
ラ
ブ
周
辺
の
道

路
は
危
険
性
を
増
し
て
い

る
。
こ
ど
も
の
安
全
を
確

保
し
て
ほ
し
い
」、

「
今
後
も
そ
の
都
度
説
明

会
を
開
い
て
欲
し
い
」
等

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
住
民
説
明
会
を

行
う
事
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。党

市
議
団
で
は
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
は
こ
ど
も

の
放
課
後
を
過
ご
す
家
庭

で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、

専
用
の
遊
び
場
（
２
０
０

人
）
確
保
を
、
施
設
整
備

と
一
体
的
に
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

建設課入札結果（ ）内は予定価格
1月23日入札分

・第三学区放課後児童クラブ整備事業実施設計業務委託（若葉町15-34ほか）（入札12業者う
ち1業者辞退、1業者無効）
HARADA・ARCHITECTUREGROUP(株)14,200,000円（16,004,900円）期間～8/29（落札率88.72％）
・市朝日庁舎・消防署朝日分署付帯外構機械設備工事（下名川字落合1番地ほか）（入札7業
者うち1業者欠席）
青山工管(株) 8,970,000円（9,160,000円）工期～7/31（落札率97.93％）
・市朝日庁舎・消防署朝日分署付帯外構整備工事（下名川字落合1番地ほか）（入札9業者う
ち3業者辞退）
(株)伊藤組 82,000,000円（82,570,000円）工期～7/31（落札率99.31％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

連
合
会
は
、
鶴
岡

地
21

区
と
庁
舎
５
地
域
の

地
26

区
で
組
織
構
成
さ
れ
、
各

地
域
か
ら
１
人
ず
つ
理
事

が
選
出
さ
れ
、
会
長
、
副

会
長
、
会
計
ほ
か
３
つ
の

部
会
を
設
置
し
、
健
康
課

が
事
務
局
を
担
っ
て
い

る
。担

当
す
る
保
健
師
は
26

人
で
、
地
域
の
健
康
課
題

を
テ
ー
マ
に
、
健
康
教
室

な
ど
の
企
画
運
営
と
、
健

康
ま
つ
り
な
ど
を
一
緒
に

行
っ
て
い
る
。

町
内
会
単
位
の
推
進
員

の
事
業
は
、
特
別
な
メ
ニ

ュ
ー
は
な
い
が
、
町
内
会

行
事
に
参
加
・
協
力
を
し

な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
啓

発
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

な
ど
、

９
項
目
に
つ
い
て
、
現

場
の
具
体
的
な
声
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

建
築
業
者
か
ら
は
、

「
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
に

仕
事
が
流
れ
て
困
難
だ
。

依
頼
さ
れ
た
仕
事
は
何
で

も
す
る
が
、
資
格
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
旧
藤

島
町
で
実
施
し
て
い

た
社
員
の
技
能
・
資

格
取
得
な
ど
に
補
助

し
て
ほ
し
い
」、「
人

材
育
成
は
社
会
的
な

価
値
が
あ
る
」
と
、

公
的
支
援
に
よ
る
技

能
・
技
術
継
承
が
持

続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と

が
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。宿

泊
事
業
者
か
ら

は
、
出
羽
三
山
へ
の

公
共
交
通
の
不
便

さ
、
観
光
ア
ク
セ
ス

へ
の
影
響
と
課
題
が

述
べ
ら
れ
、
解
消
に

向
け
た
訴
え
が
さ
れ

ま
し
た
。

中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
振
興
条
例
に

つ
い
て
は
、
出
羽
商

工
会
で
の
調
査
で
県

内

の
市
町
村
が
制

20

定
さ
れ
て
い
る
状
況
か
ら

も
、
自
治
体
の
理
念
と
し

て
太
く
位
置
づ
け
を
す
る

た
め
に
も
必
要
で
あ
る
こ

と
が
成
澤
会
長
か
ら
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

菅
井
巌
市
議
が
参
加
し

懇
談
を
し
ま
し
た
。

続
、店

舗
や
工
場
の
改
装
費

用
へ
の
拡
充
、

公
共
事
業
の
地
場
企
業

へ
の
優
先
発
注
の
継
続
、

商
業
・
観
光
振
興
対

策
、技

術
者
養
成
と
事
業
継

続
に
向
け
た
人
材
育
成
・

確
保
、

事
業
継
承
や
創
業
支

援
、中

小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
条
例
の
早
期
制
定

市
議
会
産
業
建
設
常
任

委
員
会(

佐
藤
昌
哉
・
委

員
長)

の
委
員
と
、
出
羽

商
工
会(

成
澤
剛
・
会
長)

の
役
員
と
の
懇
談
会
が
23

日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
テ
ー
マ
は
、
昨
年

月
に
出
羽
商
工
会
が
市

10と
市
議
会
に
提
出
し
た
令

和
７
年
度
の
要
望
事
項
に

つ
い
て
で
す
。

要
望
で
は
、

「
鶴
岡
市
が
ん
ば
る
中
小

企
業
応
援
補
助
金
」
の
継 第三学区放課後児童クラブ配置計画図（鶴岡市）


